
令和元年度史跡東之宮古墳整備事業（実施報告） 

 

１．史跡東之宮古墳整備工事施工監理等業務（文化庁国庫補助対象） 

 

契約期間 令和元年５月～令和２年３月 

委託業者 株式会社環境事業計画研究所 

委託内容 整備工事の施工監理、実施設計の一部見直しを実施 

令和２年度工事 解説板原案作成 

 

 

２．史跡東之宮古墳整備工事（文化庁国庫補助対象） 

 

工 事 名 史跡東之宮古墳整備工事 

（史跡指定地内） 

史跡東之宮古墳整備工事 

（史跡指定地外） 

工事期間 令和元年 11月～令和２年３月 令和２年１月～令和２年２月 

工事内容 四阿、ベンチ設置 

樹木剪定・伐採 

植樹（サクラ） 

請 負 者 犬山建設株式会社 犬山建設株式会社 

そ の 他 文化庁国庫補助 市単費 

 

 

３．史跡東之宮古墳学習システム開発業務（内閣府交付金）   ・・・ 資料１－１   

 

契約期間 令和元年７月～令和２年３月 

委託業者 ナカシャクリエイテブ株式会社 

委託内容 史跡東之宮古墳に関する基礎情報や発掘調査等の情報を AR（拡張現

実）等の技術を活用してスマートフォン等の機器により学習するシ

ステムを構築した。 

東之宮古墳のＰＲ映像を作成した。 

令和２年３月３１日より各アプリストアで公開開始。 

アプリ 

リリース 

アプリ自体は３月末日に各アプリストアで公開。 

新型コロナウイルス感染症対策のため、令和２年６月１日に市ホー

ムページにアプリの情報を発信。 

 

資料１ 



４．東之宮古墳普及啓発事業                 ・・・ 資料１－２  

  

契約期間 令和元年７月～令和２年３月 

委託業者 特定非営利活動法人古代邇波の里・文化遺産ネットワーク 

実施内容 ① 東之宮古墳見学ツアー 

  令和元年９月１４日（土）午前９時～午後３時 

  史跡東之宮古墳、志段味古墳群の見学会を開催 

② 東之宮古墳散策ツアー 

  令和２年２月２４日（月）午前９時～ 

③ 史跡東之宮古墳パンフレットデータ作成 

 

 

５．東之宮古墳出土副葬品学習講座 

  

実施時期 令和２年２月２日（日） 

実施内容 平成 28 年度～30 年度と同様に史跡東之宮古墳から出土した副葬品

を見学する学習講座を開催した。 

募集人数：45 名 

参加者数：37 名 

講  師：NPO 法人古代邇波の里・文化遺産ネットワーク 

      理 事 長 赤塚次郎氏 

     大手前大学総合文化学部 

      教   授 森下章司氏 

     京都国立博物館 

      上席研究員 宮川禎一氏 

 

 

６．ガバメントクラウドファンディングの実施 

 

実施時期 令和元年 12 月１日～令和元年 12 月 31 日 

実  績 平成 29 年度 555,000円 ガバメントクラウドファンディング 

平成 30 年度 3,043,000円 ふるさと応援寄付金 

令和元年度 10,666,000円 ふるさと応援寄付金 

 











令和２年度史跡東之宮古墳整備事業（実施計画） 

 

１．史跡東之宮古墳整備工事施工監理等業務（文化庁国庫補助対象）・・ 資料２－１   

 

契約期間 令和２年５月～令和３年３月 

委託業者 株式会社環境事業計画研究所 

委託内容 整備工事の施工監理、実施設計の一部見直しを実施 

史跡東之宮古墳整備報告書作成支援 

 

２．史跡東之宮古墳整備工事（文化庁国庫補助対象）      ・・・ 資料２－２   

 

工 事 名 史跡東之宮古墳整備工事 

（史跡指定地内） 

史跡東之宮古墳整備工事 

（史跡指定地外） 

工事期間 令和２年９月～令和２年１２月 令和２年９月～令和２年１２月 

工事内容 樹木剪定 

解説板設置（既設１、新設２） 

ARマーカー設置 

遊歩道舗装 

樹木整理 

ベンチ設置、注意喚起看板設置 

進入路舗装仕上げ 

入口植栽 など 

そ の 他 文化庁国庫補助 市単費 

 

３．東之宮古墳オープニング事業 

 

実施期間 令和２年１２月（工事完了後を想定） 

実施内容 ①東之宮古墳について学習する講演会 

②東之宮古墳限定で実施するオープニングイベントの実施 

 

４．東之宮古墳普及啓発事業                  

  

契約期間 令和２年７月～令和３年３月 

実施内容 ① 東之宮古墳散策ツアー 

② 土あげ祭試行 

 

 

５．東之宮古墳出土副葬品学習講座 

  

 新型コロナウイルス感染症対策のため中止を決定。 

 

資料２ 



６．ガバメントクラウドファンディングの実施 

 

実施時期 令和２年 12 月予定 

実  績 平成 29 年度 555,000円 ガバメントクラウドファンディング 

平成 30 年度 3,043,000円 ふるさと応援寄付金 

令和元年度 10,666,000円 ふるさと応援寄付金 
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表紙
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タイトル写真：東之宮古墳ドローン撮影写真　等
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序文

目次

（1）位置

（2）自然環境

①　地形概要
②　地質概要
③　気象
④　植生
※　史跡東之宮古墳保存活用計画から抜粋

（3）社会環境
①　土地利用
②　法規制
※　史跡東之宮古墳保存活用計画から抜粋

2　史跡の指定概要
名称、所在地、指定年月日、指定理由等を記載
※　史跡東之宮古墳保存活用計画から抜粋

３　発掘調査概要 （1）これまでの調査歴
※　史跡東之宮古墳保存活用計画
　　第４章から抜粋

（1）史跡整備の目的

（2）史跡整備事業の理念と方針

（3）史跡東之宮古墳整備委員会

（4）史跡整備の経過

1　整備基本計画の概要

2　基本設計の概要

3　実施設計の概要

（1）前方部埋戻し

（2）北側くびれ部埋戻し

2　樹木整理工事
平成28年度～令和2年度工事
工事目的、方法などを記載

3　環境整備工事
平成30年度工事
トイレ撤去など

4　敷地造成工事 （1）敷地造成工
平成30年度工事
遊歩道造成、四阿設置箇所造成など

5　環境緑化工事
平成30年度、令和2年度工事
種子吹付など

（1）解説板
平成30年度、令和2年度工事
総合案内版、解説板新設２基、解説板修繕１基

（2）誘導標 平成30年度工事

（3）マーカー 令和2年度工事

（1）四阿 令和元年度工事

（2）ベンチ 令和元年度～令和2年度工事

（1）史跡の管理
※　史跡東之宮古墳保存活用計画
　　第10章をもとに現在の状況を踏まえて修正

（2）史跡の運営
※　史跡東之宮古墳保存活用計画
　　第10章をもとに現在の状況を踏まえて修正

（1）東之宮古墳たび 令和元年度開発

（2）普及啓発事業
※　史跡東之宮古墳保存活用計画
　　第8章をもとに現在の状況を踏まえて修正

（3）東之宮古墳パンフレット 令和元年度作成

3　今後の課題と対策
※　史跡東之宮古墳保存活用計画
　　第11章をもとに現在の状況を踏まえて修正

整備工事写真

第１章　史跡東之宮古墳の概要

1　位置と環境

第２章　史跡整備の概要 1　史跡東之宮古墳整備事業の概要

第４章　史跡整備工事

1　史跡東之宮古墳埋戻し

6　学習施設設置工事

7　管理施設等設置工事

※　史跡東之宮古墳保存活用計画
　　第９章をもとに現在の状況を踏まえて修正

第３章　整備基本計画、基本設計、
実施設計の概要

第５章　史跡の管理と活用

1　管理施設等設置工事

2　史跡の活用

平成30年度工事
工事目的、方法などを記載
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株式会社環境事業計画研究所
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令和2年度　史跡東之宮古墳整備工事

計画対象地：史跡東之宮古墳
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　〃　計画高平面図 1:300

自然色As舗装表面処理工、植栽、施設成田山側構造図1 図示

解説板、既設案内板改修工、マーカースタンド　〃　構造図2 図示

墳丘部構造図1 図示 木質As舗装、枕木舗装、小端立て舗装、舗装止め、ベンチ

防犯カメラ工、神社施設柵工、枕木階段修理その他構造図1 図示
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　〃　割付平面図 1:300

　〃　施設平面図 1:300

成田山側施設平面図 1:300

　〃　　植栽平面図 1:300

丸山側施設平面図 1:100
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犬山市教育委員会教育部歴史まちづくり課

令和2年度　史跡東之宮古墳整備工事
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丸山側施設平面図

10



モルタル1：3

再生基礎砕石（RC40)

枕木200×140×L2100、L1050

突き合わせ目地

※枕木舗装はL2100標準サイズと半割サイズを使用すること。
※現況地盤面が十分な強度を持っていると判断できる場合は、
　速やかに監督員に報告し、路盤厚を変更するなど協議を行
　うこと。

詳細図　S=1:20
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※木質AS舗装はサンプルを提出し監督員の承認を得てから
　施工を行うこと。
※舗装止めは杉板を使用し、R部は杉板を曲げ施工すること。
　また、急勾配箇所についてはプライムコートを施すこと。
※現況地盤面が十分な強度を持っていると判断できる場合は、
　速やかに監督員に報告し、路盤厚を変更するなど協議を行
　うこと。

断面図　S=1:10

再生砕石路盤（RC40）

現場発生レキ充填

断面図　S=1:10

モルタル(1:3)

(自然色アスファルト舗装)

(木質アスファルト舗装)
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再生基礎砕石（RC40) 再生基礎砕石（RC40)

花崗岩（桜系）
1500×450×H400

墳丘部構造図1

木質アスファルト舗装・舗装止め

構造図：木質As舗装・枕木舗装・小端立て舗装・舗装止め・ベンチ

工 事 名

工事場所

図 面 名 縮尺

令和　2年　6月 枚ノ内　　号

犬山市教育委員会教育部歴史まちづくり課

図示

14 11

枕木舗装

令和2年度　史跡東之宮古墳整備工事

犬山市大字犬山字北白山平地内

小端立て舗装 ベンチ

材料表

細　目 規　格 単位 数　量 摘　要

再生砕石路盤 RC40 t=100 m2

100m2当り

100.00

木質加熱アスファルト t=30 m2 100.00

材料表

細　目 規　格 単位 数　量 摘　要

再生砕石路盤 RC40 t=100 m2

10m2当り

10.00

モルタル(1:3) t30内外 m3 0.30

材料表

細　目 規　格 単位 数　量 摘　要

再生砕石路盤 RC40 t=100 m2

100m2当り

100.00

モルタル(1:3) t=30 m3 3.00

枕木 200×140×L2100,1050 m2 100.00

小端立て石 現場発生礫 m3 0.70

材料表

細　目 規　格 単位 数　量 摘　要

杉板 50×5×10 m3

10m当り

0.003

材料表

細　目 規　格 単位 数　量 摘　要

再生基礎砕石 RC40 t=100 m2

10箇所当り

8.80

ベンチ 花崗岩桜系、1500×450×400 基 10.00
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棟押 75x18

棟木 120x120

束 80x120

220220 腕木 80x120

破風板 20x100

595

330265

595

330 265

1190

2
3
7
0

8
8
5

1
4
8
5

1
0
2
5

裏桟 60x40

柱 150x180

【既存再利用】

表面石張り架台

1320

2
3
7
0

5
9
5

5
9
5

2370

破風板 20x100

ガルバリウム鋼板葺　

t=0.35

ﾆｽｸｶﾗｰ つや消し

RR025 Sﾚｯﾄﾞﾌﾞﾗｳﾝ

横木 80x120

後付表示板面 

1700x600x1.5

横木 90x120

【既存再利用】

表面石張り架台

5
0
0

525 1320 525

220

2
6
5

3
3
0

3
3
0

2
6
5

20

縦枠 90x120

板面 t=40

雇実 15x30

20

1
2
0

6
2
0

1
2
0

8
6
0

1
6
5

120 1720 120

1320

1960

1
2
0

6
2
0

1
2
0

1
6
5

500 500

板面 t=40

雇実 15x30

カタログケース

ｶﾀﾛｸﾞｹｰｽ

5
5
0

270

5
5
0

270

1
6
0
0

木材は杉材（角材はﾌﾟﾚｰﾅｰ加工）を使用する。

木材の見え掛り部は面取を行なう。

加圧注入方法はJIS A 9002による。

木材は薬剤注入に適するように天然､又は人工乾燥処理を行う。

木材は全て加工後､AZNA ﾍﾟﾝﾀｷｭｱECO30木材保存剤を加圧注入処理する。

木材の見え掛り部は木材表面保護塗料ワーメックスS塗装とする。

柱・横木は背割を行なう。深さは､図示無き限り､木材の1/2までとする。

柱の地際部は上下10ｃｍの範囲にサンプレザーOGR塗布とする。

木材

見え掛り（木材表面）のﾎﾞﾙﾄ、ｺｰﾁｽｸﾘｭｰは図示無き限り座堀内に納める。

見え掛りの座堀は、シリコンキャップをつける。

座堀

本製品は（一社）日本公園施設業協会の総合賠償責任保険加入品とする。

特記事項

本製品はAQ認証取得工場にて製作するものとする。 

ボルト・コーチスクリューは、図示無き限り､溶融亜鉛めっきとする。ボルト類

木ねじ類は、図示無き限り､ステンレスとする。

基礎構造は構造検討対象外とする。

表示面は木目調のシート印刷＋文字のみとする。

モルタル充填
コンクリート削孔φ270以上

モルタル充填
コンクリート削孔φ270以上

マーカースタンド

600

6
0
0

1
4
0

200

500

標準配置平面図　Ｓ＝1：20

枕木舗装（別途）

墳丘部構造図2

既設案内板改修工

構造図：解説板・既設案内板改修工・マーカースタンド

工 事 名

工事場所

図 面 名 縮尺

令和　2年　6月 枚ノ内　　号

犬山市教育委員会教育部歴史まちづくり課

図示

14 12

令和2年度　史跡東之宮古墳整備工事

犬山市大字犬山字北白山平地内

マーカースタンド

解説板

材料表

細　目 規　格 単位 数　量 摘　要

再生基礎砕石 RC-40 m2

10箇所当り

7.20

解説板本体 10.00基

コンクリート 18-8-40BB m3 0.72

材料表

細　目 規　格 単位 数　量 摘　要

モルタル 1:3 m3

10箇所当り

0.36

案内板本体 10.00基

材料表

細　目 規　格 単位 数　量 摘　要

マーカースタンド本体 基

10箇所当り

10.00

lgclt0329
テキストボックス
14枚ノ内12号①



15
0

前方後方墳くりぬき

SUSφ48.6×3
ヘアライン仕上げ

1600

1
1
0
0

5
2
8

180

400

600

正面図　S=1:20

2
3
0

500

600

30
0

スタッドボルトM6

1
0
0

1
0
0

3
0

SUS □50*30*3

再生基礎砕石
（RC-40）

コンクリート18-8-40BB

平面図　S=1:20

PL400*500*6

スタッドボルトM6
アルミ L25*25*3
スタッドボルトM6

板面1500×600
アルミ板t=5mm
インクジェット印刷
ハードコート仕上げ

PL400*500*6

側面図　S=1:20

600

マーカースタンド
枕木200×140×Ｈ1000

1
4
0

3
0

1
0
0

打ち込み杭
ＳＵＳφ10×Ｌ300
頂部Ｌ加工

ＳＵＳプレート
600□×ｔ5㎜、
4箇所穴あけφ12
中央水抜き穴φ20

ＳＵＳ□200×140×Ｈ200
枕木ＳＵＳボルト固定

40 100

8
3
0

1
0
0

1
0
0

7
3
08
3
0

200

500

アルミ板ｔ2㎜アルミ板ｔ2㎜

1
0
0
0

断面図　Ｓ＝1：20

側面図　Ｓ＝1：20

モルタル1:3

枕木舗装（別途）

再生基礎砕石(RC-40)

造成基盤面3
0

2
0
0

マーカープリント貼付け200×140（別途）マーカープリント貼付け200×140（別途）

G.L G.L

断面図 S=1:30正面図 S=1:30

8
8
5

【既存再利用】

表面石張り架台

1670

【既存再利用】

表面石張り架台

カタログケースA5

ｶﾀﾛｸﾞｹｰｽA5

5
5
0

150

5
5
0

150

1
6
0
0

特記事項

モルタル充填
コンクリート削孔φ150

モルタル充填
コンクリート削孔φ150以上

マーカースタンド

600

6
0
0

1
4
0

200

500

標準配置平面図　Ｓ＝1：20

枕木舗装（別途）

1670 5
0
0

1
5
1
2

1
3
1
5

1
0
0 3
0

8
8
2

3
01
0
0

2028

100

30 1510

1570 100

30 520

100

平面図 S=1:30

※部材寸法は標準値とする。
※(一社)日本公園施設業協会賠償責任制度による、賠償責任保険加入製品とする。
※(一社)日本公園施設業協会が認定した「SPL表示認定企業」の設計・製造・販売製品とする。
※本製品は、ISO 9001:2015認証取得企業製品とする。

横桟
再生木材
内部アルミ芯材入

支柱
再生木材
100×100
内部芯材
アルミ角パイプ
80×80

表示面
アルミ複合板 3t
ホワイト

裏板
中空ポリプロピレン　6t

フレーム
アルミ押出形材
塗装仕上/日塗工 17-50F

1510

屋根
ステンレス加工品
塗装仕上/日塗工 19-30B

平面図　S=1:10側断面図　S=1:10正面図　S=1:10

1
0
0

3
0

8
8
2

3
0

1
0
0

1
0
0

100

墳丘部構造図2

既設案内板改修工

構造図：解説板・既設案内板改修工・マーカースタンド

工 事 名

工事場所

図 面 名 縮尺

令和　2年　6月 枚ノ内　　号

犬山市教育委員会教育部歴史まちづくり課

図示

14 12

令和2年度　史跡東之宮古墳整備工事

犬山市大字犬山字北白山平地内

マーカースタンド

解説板

材料表

細　目 規　格 単位 数　量 摘　要

再生基礎砕石 RC-40 m2

10箇所当り

7.20

解説板本体 10.00基

コンクリート 18-8-40BB m3 0.72

材料表

細　目 規　格 単位 数　量 摘　要

モルタル 1:3 m3

10箇所当り

0.09

案内板本体 10.00基

材料表

細　目 規　格 単位 数　量 摘　要

マーカースタンド本体 基

10箇所当り

10.00

lgclt0329
テキストボックス
14枚ノ内12号②



地被植物（グランドカバー）

3
0
0

地被改良工　断面図　S=1:20

改良工100m2当り
　購入真砂土　　　  19.5m3
　バーク堆肥　  　  7500L
　真珠岩パーライト  3000L
　化成肥料(8-8-8) 　15kg

200
200

既設グレーチング

滑り止めパッド
200×200×1.5
ボルト止め

断面図　S=1:20

手すり

標準配置平面図　S=1:50

滑り止めパッド
200×200×1.5
ボルト止め 200

2
0
0

600 650 200150

4
0
0

4
0

断面図　S=1:10

ウォータージェット

（既設自然色アスファルト舗装）

Ｇ．Ｌ．

既設車止め

3
4
0

430

アルミ複合板430×340

立面図　S=1:10

ステンレスバンド止め

車止めサイン

側面図　S=1:10

75°

立面図　S=1:10

516

1
0
5
0

450

アルミ複合板450×900

ポリウェイト10kg

ポリウェイト10kg

枠組みアルミ製

平面図　S=1:10

成田山側構造図１

自然色As舗装表面処理工

構造図：自然色As舗装表層処理工、植栽、施設

工 事 名

工事場所

図 面 名 縮尺

令和　2年　6月 枚ノ内　　号

犬山市教育委員会教育部歴史まちづくり課

図示

14 13

令和2年度　史跡東之宮古墳整備工事

犬山市大字犬山字北白山平地内

クマザサ

グレーチング改良工 車止めサイン工

可動式案内板

材料表

細　目 規　格 単位 数　量 摘　要

100m2当り 材料表

細　目 規　格 単位 数　量 摘　要

100m2当り

クマザサ 25株/m2 株 2500.00

購入真砂土 m3 19.50

バーク堆肥 L 7500.00

真珠岩パーライト L 3000.00

化成肥料 8-8-8 kg 15.00

材料表

細　目 規　格 単位 数　量 摘　要

10箇所当り

滑り止めパッド 200×200×1.5 枚 8.00

材料表

細　目 規　格 単位 数　量 摘　要

10箇所当り

車止めサイン 430×340 個 10.00

材料表

細　目 規　格 単位 数　量 摘　要

10箇所当り

入口案内板 板面450×900 基 10.00

ポリウェイト 個 10.00満水時10kg



立面図　S=1:20

番線結束

番線結束

真竹φ30内外

3
0
0
0

枕木交換 140×200×1050

鉄筋φ10再利用

断面図　S=1:10
その他構造図１

防犯カメラ工

構造図：防犯カメラ工、神社施設柵工、枕木階段修理

工 事 名

工事場所

図 面 名 縮尺

令和　2年　6月 枚ノ内　　号

犬山市教育委員会教育部歴史まちづくり課

図示

14 14

令和2年度　史跡東之宮古墳整備工事

犬山市大字犬山字北白山平地内

枕木階段修理

神社施設柵工

材料表

細　目 規　格 単位 数　量 摘　要

10箇所当り

防犯カメラ本体 10.00基

材料表

細　目 規　格 単位 数　量 摘　要

10箇所当り

真竹 40.00本φ30内外×4.0m

雑材料 10.00式番線

材料表

細　目 規　格 単位 数　量 摘　要

10段当り

枕木 10.00本140×200×1050

lgclt0329
矩形

lgclt0329
矩形











 

＜ベンチ比較表＞（案） 

ベンチ種類 
オリジナルベンチ 

（昨年度設置同品） 
ヒノキ丸太半割ベンチ カタログ製品ベンチ 

概要 

昨年度工事で設置した、花崗岩の土台に防腐処

理したヒノキ座面を取り付けたもの。花崗岩土

台の側面に前方後方墳の掘り込みを入れた意

匠。 

間伐材の丸太を購入し、半割加工したもの。 
アルミのフレームに防腐処理したスギ座面を

取り付けたもの。 

イメージ 

写真 

  

 

直接 

工事費 

497,000円/基 

(材料費 410,000円+施工費 87,000円) 

84,800円/基 

(材料費 64,000 円+施工費 20,800 円) 

79,000円/基 

(材料費 74,000+施工費 5,000 円) 

意匠 史跡内で統一された意匠。 史跡景観に比較的なじむ意匠。 
座面は史跡景観になじむ色彩にすることが可

能 

座りやすさ 

濡れた後も乾燥しやすく、比較的座りやすい。 

石材部分は心理的に汚れが気にならず、座りや

すい。 

座面が湿りやすく見え、心理的に座りにくいた

め、頻繁にニス塗り等が必要。 
濡れた後も乾燥しやすく、比較的座りやすい。 

耐久性 
防腐処理木材は一般的に 10 年。 

取り換えは座面のみで比較的容易。 

設置した時点から腐朽が進行するが、5 年程度

はもつと考えられる。 

劣化した場合は総交換が必要。 

防腐処理木材は一般的に 10 年 

座面取り換えは比較的容易だが製品ごと替え

たほうが安価の可能性がある。 

コメント 
○東之宮古墳オリジナルの意匠で統一できる。 

×工事費が高価。 

○間伐材を活用できる。 

×腐朽していると心理的に利用しにくい。 

○工事費が安価。 

×盗難の恐れがある。 

判定    
 

当日配布 

資料２－２－① 



史跡東之宮古墳整備事業スケジュール 資料３

令和２年度

上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬

設計 入札準備 開札 契約 設計作成 設計作成 設計作成 設計作成 設計作成

整備工事 整備課依頼 積算 積算 積算 施行 入札準備 入札準備 入札準備 入札 契約・着手

整備委員会 委員会①

管理委員会 規則作成 委員調整

ＡＲ リリース
マーカー

仮設置
市HP公表

オープニング
散策ツアー

予定

普及啓発 見積徴収 見積徴収 契約
実施内容

調整

整備報告書 目次作成 執筆 執筆 執筆 執筆 執筆 執筆 執筆 執筆

地権者
資料作成

図面作成

現状変更

自然公園

工事内容

確認

現状変更許可

自然公園許可
工事開始

アメニティ 契約 第１回 第２回

上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬

設計

整備工事 工事完了

整備委員会 委員会② 委員会③

管理委員会 議案提出 議決

ＡＲ
マーカー

本設置

オープニング オープニング

普及啓発 イベント予定
イベント

予定

整備報告書 中間確認 執筆 執筆 中間確認 執筆 執筆 執筆 執筆 執筆 執筆 執筆 委員会確認 修正 入稿 発刊・郵送 郵送 郵送

地権者

アメニティ 第３回 第４回

名称

１０月 ３月２月１月１２月１１月

名称

９月８月７月６月５月４月


